
意見交換における本部委員の主な意見 

 

□「やまぐち産業戦略推進計画」の取組実績・効果等について 

・道路や港湾、工業用水の整備は着実に進んでおり感謝する。 

・実績については、件数ではなく金額で示す方がわかりやすい。 

□新たな産業戦略の指針の策定方針（案）について 

 〔インフラ関連〕 

・道路整備は引き続き次の指針にも入れて欲しい。 

・輸入もだが、輸出を増やしていく観点から、共同の出荷基地としても港湾整備は

引き続き考慮して欲しい。 

・島田川工水は、単価のあり方や活用の仕方等を協議していきたい。 

〔コンビナート連携・遊休地活用関連〕 

・海外に比較して高いユーティリティコスト（特に電力）への対策として自家発電

設備を整える企業が増えているが、これから生まれる余剰電力を近隣の企業間で

融通できるように制度の整備に協力して欲しい。 

・革新的技術を持つ成長企業に工場の遊休地を有効活用してもらうことができれ 

ば、その企業とのコラボレーションが生まれやすくなると思うので、そうした企

業の誘致について行政の後押しをお願いしたい。 

〔水素エネルギー・環境関連〕 

・副生水素の供給は限界にきており、これ以上の活用を考えるなら水素のインフラ

整備から協力して考えていかなければならない。 

・石炭を取扱う企業として、ＣＯ2対策には危機感を抱いているが、費用も時間もか

かる問題なので支援をしていただけるとありがたい。 

〔自動車産業関連〕 

・ＥＶ化、ＦＣＶなど先が見えない中で、どのような方向に振れても柔軟に対応で

きるように準備することが必要だと思う。 

・先進安全技術、軽量化、自動運転、コネクティッドカー等が今後一緒に研究して

いくテーマだと思う。 

・九州から広島・岡山までの中心にある本県の地理的アドバンテージを活かして、

多方面に供給できるサプライヤーを中心に据えた研究を進めたい。 



 〔地域中堅・中核企業、中小企業関連〕 

   ・地域中核企業の成長・創出など中堅・中核企業向けの取組が新たな指針に盛り込ま

れることはありがたい。 

   ・中小企業の中でも技術力のある企業は沢山あるので、これを活かすためには、後継

者がいない企業の事業承継への対応も含め、企業同士のビジネスマッチングなどに

力を入れて欲しい。  

   ・カンファレンスチームの一員としてサポートしたい。 

 〔ＡＩ・ＩｏＴ関連〕 

   ・製造業にとって今後絶対に必要な分野。山口県が全国のトップを行くくらいの姿勢

で取り組んで欲しい。それが企業誘致にもつながる。 

   ・優れた取組があれば、その情報を共有し広げていく取組が有効。 

   ・初期投資に費用がかかるので、新たに創設された融資制度の融資上限をなくすこと

も検討して欲しい。 

 〔人材確保・育成関連〕 

   ・高校新卒者の県外流出に歯止めをかけるような取組に力を入れて欲しい。 

   ・三交代制職場で女性を受け入れるための環境整備に支援をして欲しい。 

 〔観光関連等〕 

・観光関連産業（宿泊・物産関連等）の育成・集積に努めることは、ＵＪＩター 

ンの促進にもつながると思う。 

 


